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岡部株式会社 

ベースパック・セレクトベース専用の基礎接合部・せん断補強工法 

「シアサイドプラス」の発売について 

 

建設関連製品事業や海洋事業等を展開する岡部株式会社（本社：東京都墨田区、代表取締役 社長執行

役員：河瀬博英 以下「当社」）は、2026 年５月 15 日にベースパック・セレクトベース専用の基礎接合

部・せん断補強工法『シアサイドプラス（シアボルトタイプ）』を発売いたします。 

 

『シアサイドプラス（シアボルトタイプ）（以下、本工法）』は、当社と日鉄エンジニアリング株式会社

（代表取締役社長：石倭行人、本社：東京都品川区）が共同開発した新工法です※1。本工法は、ブレース

から発生したせん断力を柱脚だけでは処理できない場合に、せん断補強部を「プラスする（チョイ足し）」

することにより、柱脚部に併設して取り付けた補強部（「シアボルト」と「シアプレート」から構成）を

介して、柱脚に過剰に作用したせん断力を基礎構造へ確実に伝達させることを可能としました。柱脚部と

「シアプレート」の間に充填するグラウト材を介してせん断耐力のみを補強するため、柱脚の回転剛性に

影響がなく、構造設計時の手戻りを削減します。また、柱脚工事と同時に施工することが可能なため、建

設現場の省力化、省人化にも貢献し、シンプルかつ合理的な補強を実現します。  

※1 日鉄エンジニアリング株式会社における本工法名は、「ベースプラス Q3」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本工法の性能評価と設計方法につきましては、日本 ERI 株式会社における構造評価（ERI-K23008）

を取得しております。また、補強耐力の仕様として 500～2000kN をラインナップし、ベースパック・

セレクトベースのアンカーボルト位置や納まりを考慮した標準仕様をご用意しております。せん断力の

伝達機構に優れたベースパック柱脚工法と組み合わせることで、さらなる大型ブレース（6000kN 級）に

も対応が可能※2 となります。 

※2 設計条件により、対応可能なブレースは異なります。詳しくはお問い合わせください。 
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本工法は、現場環境によって大型ブレースの採用が難しい場合であっても、せん断補強部を「プラスす

る（チョイ足し）」することで手戻りによる構造計算の工数増を抑えることを実現させ、スムーズな現場

の進捗管理を支援するとともに、構造設計担当者の業務負軽減にも寄与いたします。 

 

当社グループは、今後も市場ニーズに応じた製品開発を推進し、さらなるカスタマー・セントリックを

一層強化し、現場の声やニーズを実現させるべく、安全性、省人化・省力化に資する技術を開発に邁進し

てまいります。 

 

 

製品情報の詳細は、カタログでもご確認いただけます。ご不明な点は以下 担当部門にお問い合わせください。 

〈製品に関するお問合せ〉  岡部株式会社  ベースパック事業部  

TEL：03-3626-5336 

https://www.okabe.co.jp/

